
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

氏名（法人にあっ
てば、名称及び代

表者の氏名）

事業者の主たる
業種

注］骸当する□には、レ印を配入してください。特定率業者以外の事業者の方はし印の配入は不要です。

２「基噸年度」とは計画期間の前年度を．『目標年度」とは計画期間の最終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます.
３熈翻灘鶚糺嬰京蕊鯉蕊醗醗譲型?徹2愛催=Q墜困1号催い壁對躯箪効果ガュを､Ｊ鰯送車両排出区分｣とは自鋤車運送事業者については使用の本拠の位圃を京都府内とする車両
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出趣等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を配入してくださいｃ「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数趣、延べ床面
稲．走行距離等）を配入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減趾等」のうち「森林の保全及び整備」の「目標年度（叶画）」欄には8+画期間中の目標の累計を、「鞭告年度（実績）」欄には実戦の累計を記入してください。

６「特記事項」には、平成２年度（］９９０年度）を基単とした排出鉦の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減
などを配入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

大阪府大阪市中央区今橋３丁目５番１２号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）

日本生命保険相互会社

代表取締役社長筒井義信

事業者の主たる
業種 生命保険業

該当する事業者
要件 厄京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

r亮謡ilffii温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道車両
「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））
計画期間 二Ｆ､ＸごＵ〒４月～二円】凡乙己井二．月

基本方針

ピル設備の運用時間見直しによる取組を基本とし、 入居テナントに向けた省エネ取組への協力依頼を実施していく。

推進体制

本社不動産部にて計画的な設備更新を推進するとともに、 ビル管理会社の協力を得ながら入居テナントへ定期的な省エネ取組要請を行う体制を構築する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び措
置の状況

年度

20～2２ 

20～2２ 

2０ 

設備、対象、工程等

全事業所

投資ピル

投資ピル

措置内容

該偏運転時間の連用見直しおよび、不要照明の消灯徹底ならびに空調温度の適正管理による排出量削減

人店テナント}こ向けた排出ガス削減協力要請（ポスター掲示および協力依頼文書）

市湿水尭笙磯史耕(9待記事項欄参照）

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

白線牛度（計凹I）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報舌年展：（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

7,404.0ｔ 7,404.0ｔ 0.0％ 6,791.8ｔ -8.3％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊】 7,404.0ｔ ＊２ 7,404.0ｔ 0.0％ ＊４ ６，７９１．８ｔ -8.3％ 

テナント部分での入退去や猛暑の影響などの変動要素はあったものの、
ギー便用量を削減することができた。

省エネ意識の向上や設備の省エネ運用によりエネル

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

投資ピル
二酸化炭素換算

（廷床面積）

営業部.
支部

二酸化炭素換算

（延床面積）

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.076ｔ－ＣＯ ２ ／㎡ 0.076ｔ‐ＣＯ２／㎡ 0.0％ 0.069ｔ‐ＣＯ２／㎡ -9.2％ 

0.052ｔ‐ＣＯ ２ ／㎡ 0.052ｔ‐ＣＯ２／㎡ 0.0％ 0.049ｔ‐ＣＯ２／㎡ -5.8％ 

％ ％ 

奪鷺ビル垂睦ｌ逼聿勃畢ガネ排出量等の自己評価」に準じ､エネルギー便用量を削減することができた。
営業部・支部では全社的なクールピズ・ウオームピズの実施や省エネ意識の向上によりネルギー使用量を削減することがで
きた。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組通等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収戯） ｔ 

(利用in） Ⅱ1ふ (削減壁） ｔ 

(充電趣） kwｈ (削減魁） ｔ 

(熱供給趾） GＪ (削減鉦） ｔ 

(購入通） kwｈ (削減過） ｔ 

(購入趾） ｔ (削減趾） ｔ 

￣ ＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組戯等 (二酸化炭素換算）

(整備面楓） hａ (吸収趾） ｔ 

(利用駐） ｴｎコ (削減量） ｔ 

(発電趣） kwｈ (削減通） ｔ 

(熱供給趣） GＪ (削減趾） ｔ 

(購入戯） kwｈ (削減趣） ｔ 

(購入戯） ｔ (削減趣） ｔ 

＊５ 
ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減尋合計）

基準年度（実績）

＊］ 7,404.0ｔ 

目標年度（計画）

(｡g)-1.3）7,404.0ｔ 

増減率（計画）

0.0％ 

報告年度（実績）

6,791.8ｔ 《割)－《の5）‐

増減率（実績）

-8.3％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項

･京都三哲ビルで実施した袷温水発生機更新により
･平成23年４月１日より代表者変更(岡本圀衞→

、同ビルにおける空調熱源使用量を大幅に削減することができた。
筒井義信）


